












要約:小学校 5 年生(10 歳,男女)の土・日曜日における運動量測定と、小学校 4～6 年生の

1 週間の生活時間調査から運動量と健康状態との関係を検討した。アクトグラム数と心拍

数 24 時間記録の結果、スポーツ・クラプ参加児と非参加児との活動時間・運動量の格差

は顕著であった。学年進行につれて塾・宿題時間は増加し、スポーツ・外遊び時間は減少

した。女子のスポーツ参加頻度および運動量は極めて低い。肥満児ほど体力・運動能力は

低下し、小児の運動不足は体力低下のみならず健康障害を示唆する。


